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Zucker：Fatty　Rat脊柱靱帯におけるレプチンを
介した骨形成調節作用の検討
（整形外科学）
○山藤　　崇、久保　宏介、馬嶋　正和
　山本謙吾
（病理学）
　工藤　玄恵、黒田　雅彦
【目的】　アディポサイトカインの一つであるレプチ
ンは、交感神経系およびインスリン感受性を介してエ
ネルギー代謝調節を行う共に、骨代謝ではβ2アドレ
ナリン交感神経系を介した中枢性骨形成抑制作用を
持つことが報告されている。Zucker　Fatty　Ratはレプ
チン受容体異常のため肥満、高レプチン血症、交感神
経系低下による活動性低下が見られ、当教室ではその
約24％に脊柱靱帯骨化を合併することを報告した。今
回、レプチンを介する脊柱靱帯骨化の解明の一層とし
てZFR、及び食餌性肥満MSG処置Ratの脊柱靱帯細
胞におけるレプチン及びβ2アドレナリン交感神経系
の関与を免疫組織学的に比較し検討した。
【方法】実験動物はfa／fa　Rat（ZFR）及びFa／Fa　Rat
（Zucker　lean　Rat）及びFa／Fa　RatにMonosodium
glutamate処置を施行したMSG　Ratの月齢6～12ヶ月
雄性Rat、各々20匹を使用した。左心室より採血後、4％
パラフォルムで環流固定を行い上位胸椎を摘出、パラ
フィン矢状断薄切標本を作製した。免疫組織化学染色
にて脊柱靭帯細胞におけるレプチン陽性細胞、β2ア
ドレナリン受容体陽性細胞の発現を検討した。
【結果】ZFR及びMSG　Ratは6ヶ月齢以降著明な高
レプチン血症を呈していた。免疫組織学的には3群と
も脊柱靭帯においてレプチン陽性細胞を認めたが、
ZFRの陽1生細胞数は最も少なく、MSG　Ratにての陽
性細胞数が最も著明であった。また、β2アドレナリン
受容体陽性細胞数はZFRは軽度増加を認めた。
【考察】Zucker　Fatty　Ratの脊柱靭帯の肥大軟骨様細
胞においてレプチン陽性細胞の減少とβ2アドレナリ
ン感受性細胞の増加を認め、その靭帯骨化との関与が
考えられた。
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超小型加速度センサーをもちいた変形性膝関節
症におけるlateral　thrustの客観的訓価の試み
（整形外科学）
○井上　宣克、吉野
　上野　竜一、山本
聡一、番場　泰司
謙吾
【目的】小型3軸加速度センサーにより、歩行周期に
おける立脚相初期の膝関節の加速度変化を測定し、デ
ジタルフィルタ処理を行い、振動成分と姿勢成分に分
離し解析することで、変形性膝関節症における立脚相
初期の膝関節動揺性の客観的評価を行った。
【方法】症例は健常例60膝、内反変形を伴う内側型
変形性膝関節症（Kellgren＆Lawrenceのgrade分類
grade　4）30膝を対象とした。加速度センサーは、アナ
ログデバイセズ溶血、ADXL202Eを使用し、3軸計測
のため直角方向に2個配置した。このセンサーは静的
加速度や動的加速度を計測でき、1，㎜gまでの対衝撃
性を持つ。本体は、センサー部とCPU部よりなり、加
速度lGを、lVのアナログ電圧に変換し、さらに
CPU部でデジタルへ変換され、波形と数値でコン
ピューターに記録される。センサーは腓骨頭部に固定
した。約10mの平地歩行を行い、歩行速度は通常の歩
き易い速度とし、体幹上下、左右、前後方向の加速度
変化を測定した。
【結果】　歩行時の前後方向の姿勢成分や上下方向の
振動成分より膝関節に着地衝撃が伝わる時期を捉え、
歩行周期を同定できた。変形性膝関節症群では上下方
向の振動成分が検出されたと同時に、加速度変化は外
側方向に向かう緩やかに増加する姿勢成分の加速度
のピークを形成した。これに対し、健常者群は急激な
外側方向の加速度変化を認めた。
【考察】　前後方向の姿勢成分より立脚期および遊脚
期を確認し、歩行周期を同定した。内側型変形性膝関
節症の特徴的な運動パターンとして立脚相初期に生
じる脛骨穎部が大腿骨三部に対し外側にずれるlat－
eral　thrustがある。今回の結果より立脚相初期に徐々
に外側方向に向かう緩やかなピークを形成する特徴
的な加速度波形を呈した。この波形はlateral　thrustを
反映し定量化したものと考えられる。
【結論】　3軸の加速度姿勢成分、振動成分より歩行周
期を同定できた。加速度波形より1ateral　thrustを客観
的に捉えることができた。今後、治療上の指標として
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